
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の色で発光する光学素子と、
光学素子の光量を検出して、この光量に対応する電圧信号を出力する光電変換素子と、
データ信号を供給するデータ信号供給部と、
前記データ信号と前記電圧信号の大小を比較するコンパレータと、
電圧値が所定の範囲内で連続的に変化するサーチ信号を供給するサーチ信号供給部と、
前記コンパレータによる比較結果が切り替わるまで、サーチ信号により充電される蓄電部
と、
　
を備えたことを特徴とするエレクトロルミネッセンス素子。
【請求項２】
　 前記光学素子に接続された駆動トランジスタ 、前記蓄電部の電
圧が前記駆動トランジスタのゲート電極に印加されることにより、前記光学素子に駆動電
流が供給されることを特徴とする請求項１に記載のエレクトロルミネッセンス素子。
【請求項３】
　前記サーチ信号供給部は、水平走査信号に同期して前記サーチ信号を供給することを特
徴とする請求項１または２に記載のエレクトロルミネッセンス素子。
【請求項４】
　前記サーチ信号供給部は、水平走査期間内において電圧値が所定の範囲内で変化するサ
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ーチ信号を供給することを特徴とする請求項３に記載のエレクトロルミネッセンス素子。
【請求項５】
　それぞれ所定の色で発光する複数の光学素子と、
各光学素子に対して設けられ、各光学素子の光量を検出して、この光量に対応する電圧信
号を出力する光電変換素子と、
データ信号を供給するデータ信号供給部と、
データ信号と電圧信号の大小を比較するコンパレータと、
電圧値が所定の範囲内で連続的に変化するサーチ信号を供給するサーチ信号供給部と、
前記コンパレータによる比較結果が切り替わるまで、サーチ信号により充電される蓄電部
と、

を備えたことを特徴とするエレクトロルミネッセンス表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、エレクトロルミネッセンス素子およびエレクトロルミネッセンス表示装置に関
し、特に光学素子の発光輝度を調整する技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
有機エレクトロルミネッセンス表示装置（以下「有機ＥＬ表示装置」ともいう）は自己発
光のため液晶パネルに比べて視野角が広く、またバックライトが不要なため薄くて軽い表
示装置であり、近い将来、液晶表示装置に代わるものとして注目されている。とくに、薄
膜トランジスタをスイッチング素子として備えるアクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示
装置は、近年、実用化に向けて熾烈な開発競争の最中にある。
【０００３】
図１は、従来のアクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置の１画素分の回路構成を示す
。各画素には、アドレストランジスタ１０、コンデンサ１６、駆動トランジスタ１８およ
び有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）２０が含まれている。水平走査信号Ｖ S C A N１２をアド
レストランジスタ１０のゲート電極に入力することにより、画素のアドレスが指定され、
データ信号Ｖ D A T A１４をアドレストランジスタ１０のドレイン電極に入力することによっ
て、駆動トランジスタ１８を起動するための電圧が供給される。水平走査信号Ｖ S C A N１２
が「ハイ」の場合、データ信号Ｖ D A T A１４によりコンデンサ１６が充電されて電荷が蓄え
られ、コンデンサ１６の電圧が駆動トランジスタ１８の閾値電圧を超えると、駆動トラン
ジスタ１８が導通して、有機発光ダイオード２０が発光する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
有機発光ダイオード２０の発光輝度は、コンデンサ１６の電圧によって定まる。したがっ
て、発光輝度－電流特性が既知の有機発光ダイオード２０と、ゲート電圧－電流特性が既
知の駆動トランジスタ１８を用いれば、コンデンサ１６の蓄積電荷をこれらの特性に基づ
いて所望の値に設定することにより、有機発光ダイオード２０の所望の発光輝度を得るこ
とができると考えられていた。このような知見に基づき、従来はデータ信号Ｖ D A T A１４の
振幅を設定することにより、有機発光ダイオード２０の発光輝度の設定を行っていた。
【０００５】
しかしながら、有機発光ダイオード２０は、その点灯時間や発光輝度に応じて経年変化に
よる輝度劣化を生じ、また発光色ごとにその劣化速度も異なっている。そのため、製造時
には既知であった有機発光ダイオード２０の発光輝度－電流特性も、時間の経過とともに
ズレが生じてくる。また、製造バラツキにより、有機ＥＬ表示装置における全ての有機発
光ダイオード２０が、全く同一の発光輝度－電流特性を有しているわけではない。そのた
め、データ信号Ｖ D A T A１４により輝度調整を行っても、実際には所望の発光輝度を得るこ
とは困難であったという問題がある。特に同一位置に同一画像を長時間表示させるような
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使用を行っている場合には、一部の有機発光ダイオード２０の発光特性が劣化することに
より画面に焼付きが発生し、表示装置としての品質が著しく損なわれる現象が認められて
いる。
【０００６】
そこで、本発明は、上記の課題を解決することのできるＥＬ素子およびＥＬ表示装置を提
供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、本発明の一つの態様は、所定の色で発光する光学素子と、光
学素子の光量を検出してこの光量に対応する電圧信号を出力する光電変換素子と、データ
信号を供給するデータ信号供給部と、前記データ信号と前記電圧信号の大小を比較するコ
ンパレータと、電圧値が所定の範囲内で連続的に変化するサーチ信号を供給するサーチ信
号供給部と、前記コンパレータによる比較結果が切り替わるまで、サーチ信号により充電
される蓄電部と、 を備えた
エレクトロルミネッセンス素子を提供する。光学素子は、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ
： Organic Light Emitting Diode）や無機発光ダイオードなどの発光素子であってよい。
蓄電部は代表的にはコンデンサであってよい。また、光電変換素子は、代表的にはフォト
ダイオードやフォトトランジスタなどの受光素子であり、光が入射されることによりその
光量に応じた電気信号を生成する機能を有するものであればよい。この本発明の態様にお
いては、光電変換素子は、光量に対応する電圧信号を出力する機能を有する。この光電変
換素子を用いて光学素子の光量をモニタすることにより、光学素子の発光輝度を所望の設
定輝度に保つことが可能となる。
【０００８】
この有機エレクトロルミネッセンス素子 は、 前記光学素子に接続された
駆動トランジスタ 、前記蓄電部の電圧が前記駆動トランジスタのゲート電極に印
加されることにより、前記光学素子に駆動電流が供給される。アクティブマトリクス型の
有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、前記サーチ信号供給部は、水平走査信
号に同期して前記サーチ信号を供給してもよい。前記サーチ信号供給部は、水平走査期間
内において電圧値が所定の範囲内で変化するサーチ信号を供給することが好ましい。
【０００９】
本発明の別の態様は、それぞれ所定の色で発光する複数の光学素子と、各光学素子に対し
て設けられ、各光学素子の光量を検出して、この光量に対応する電圧信号を出力する光電
変換素子と、データ信号を供給するデータ信号供給部と、データ信号と電圧信号の大小を
比較するコンパレータと、電圧値が所定の範囲内で連続的に変化するサーチ信号を供給す
るサーチ信号供給部と、前記コンパレータによる比較結果が切り替わるまで、サーチ信号
により充電される蓄電部と、

を備えたエレクトロルミネッセンス表示装置を提供する。光電変換素子を用いて光学素
子の光量をモニタすることにより、光学素子の発光輝度を所望の設定輝度に保つことが可
能となる。
【００１０】
なお、以上の構成要素の任意の組合せや組み替えも、本発明の態様として有効である。
【００１１】
【発明の実施の形態】
図２は、本発明の実施の形態に係るアクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置における
有機ＥＬ素子１００の１画素分の回路構成を示す。有機ＥＬ表示装置においては、それぞ
れ所定の色で発光する複数の画素がマトリクス状に配置され、カラー表示を実現する。有
機ＥＬ表示装置は、有機ＥＬ素子１００の回路構成を画素数分備える。
【００１２】
有機ＥＬ素子１００は、アドレストランジスタ１０、コンデンサ１６、駆動トランジスタ
１８、有機発光ダイオード２０、タイミング制御部２４、走査信号供給部３０、データ信
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号供給部４０、サーチ信号供給部５０、コンパレータ６０、スイッチトランジスタ７０お
よび光電変換素子８０を備える。このうち、信号供給用の構成として、走査信号供給部３
０は、水平走査信号Ｖ S C A N１２をアドレストランジスタ１０のゲート電極およびサーチ信
号供給部５０に供給し、データ信号供給部４０は、データ信号Ｖ D A T A１４をアドレストラ
ンジスタ１０のドレイン電極に供給する。データ信号は、有機ＥＬ表示装置の画面に表示
される画像を構成する映像信号であって、有機ＥＬ表示装置に備えられるアンテナを通じ
て外部から供給されてもよく、また有機ＥＬ表示装置内部においてＭＰＵ（ Micro Proces
sing Unit）などにより生成されてもよい。なお、このデータ信号Ｖ D A T A１４は、１画素
分のデータ信号を示している。本明細書において、ドレイン電極とソース電極は、互いに
入れ替わって構成されてもよいことに留意されたい。サーチ信号供給部５０は、電圧値が
所定の範囲内で連続的に変化するサーチ信号Ｖ S E A R C H５２をスイッチトランジスタ７０の
ドレイン電極に供給する。サーチ信号供給部５０は、水平走査信号Ｖ S C A N１２に同期して
サーチ信号Ｖ S E A R C H５２を供給する。水平走査信号Ｖ S C A N１２およびデータ信号Ｖ D A T A１
４の供給タイミングは、タイミング制御部２４により制御される。なお、図２においてサ
ーチ信号Ｖ S E A R C H５２の供給タイミングが水平走査信号Ｖ S C A N１２により制御されている
が、この供給タイミングはタイミング制御部２４により制御されてもよい。
【００１３】
光電変換素子８０は、有機発光ダイオード２０の光量を検出して、この光量に対応する電
圧信号を出力する。例えば、光電変換素子８０は、フォトダイオードやフォトトランジス
タなどにより構成され、有機発光ダイオード２０の光量を正確に検出するために、外界か
らの影響を受けず且つ有機発光ダイオード２０に対向する位置に設けられてもよい。光電
変換素子８０は、コンパレータ６０およびスイッチトランジスタ７０、駆動トランジスタ
１８などとともにフィードバックループを形成し、有機発光ダイオード２０の光量をモニ
タして、他のフィードバック構成とともに有機発光ダイオード２０の発光輝度が設定輝度
となるように駆動トランジスタ１８のゲート電極に印加する駆動電圧７２を調整する役割
を担う。データ信号供給部４０は、有機発光ダイオード２０の発光輝度と光電変換素子８
０の出力との関係に基づいて、設定輝度に相当する電圧値を示すデータ信号Ｖ D A T A１４を
出力する。
【００１４】
コンパレータ６０は、アドレストランジスタ１０のソース電極から出力されるデータ信号
４２と、光電変換素子８０から出力される電圧信号８２の大小を比較する。データ信号４
２の方が大きい場合、コンパレータ６０は、「ハイ」である比較結果信号６２をスイッチ
トランジスタ７０のゲート電極に出力して、スイッチトランジスタ７０をオンにする。ス
イッチトランジスタ７０が導通している間、サーチ信号Ｖ S E A R C H５２は時間の経過ととも
に大きい電圧値を示すように連続的に変化し、コンデンサ１６に蓄積される電荷量は次第
に大きくなっていく。駆動トランジスタ１８の駆動電圧７２が大きくなると、有機発光ダ
イオード２０に供給される駆動電流も大きくなり、発光輝度も高くなるため、光電変換素
子８０から出力される電圧信号８２の振幅も大きくなって、ある時点でアドレストランジ
スタ１０から出力されるデータ信号４２の振幅を超えることとなる。このとき、コンパレ
ータ６０による比較結果が切り替わり、コンパレータ６０は「ロー」である比較結果信号
６２を出力して、スイッチトランジスタ７０をオフにする。コンデンサ１６には、データ
信号Ｖ D A T A１４により設定された発光輝度を実際に得るための電荷が蓄積され、次の水平
走査信号Ｖ S C A N１２が供給されるまでの間、有機発光ダイオード２０の発光輝度を所望の
値に保持する。
【００１５】
このように、本実施の形態における有機ＥＬ素子１００は、実際の有機発光ダイオード２
０の光量をモニタして、その光量に対応する電圧信号８２の振幅が、設定輝度に対応する
データ信号Ｖ D A T A１４（４２）の振幅よりも大きくなった時点の駆動電圧７２を保持する
ため、有機発光ダイオード２０の発光輝度を、データ信号Ｖ D A T A１４により定められる設
定輝度に等しくすることが可能となる。このようなフィードバックをかけることにより、
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素子劣化が生じている場合であっても駆動トランジスタ１８の駆動電圧７２をその分引き
上げて設定するため、本実施の形態における有機ＥＬ素子１００は、データ信号Ｖ D A T Aに
より設定された所望の発光輝度を得ることが可能となる。
【００１６】
図３は、有機ＥＬ素子１００における各信号の振幅およびタイミングを示すタイミングチ
ャートである。理解を容易にするために、回路内の電荷の漏洩や電圧降下分については無
視する。水平走査信号Ｖ S C A N１２およびデータ信号Ｖ D A T A１４が所定のタイミングでアド
レストランジスタ１０に供給される。データ信号Ｖ D A T A１４の振幅はＶ r e fである。水平
走査信号Ｖ S C A N１２のハイ期間は、水平走査期間に相当する。サーチ信号Ｖ S E A R C H５２が
この水平走査信号Ｖ S C A N１２に同期してスイッチトランジスタ７０に供給される。この例
では、駆動トランジスタ１８がＮＭＯＳトランジスタで構成されるため、サーチ信号Ｖ S E

A R C H５２がＶ LからＶ Hの範囲内で連続的に電圧値を大きくするように設定されているが、
駆動トランジスタ１８がＰＭＯＳトランジスタで構成される場合には、サーチ信号Ｖ S E A R

C H５２はＶ HからＶ Lまで連続的に電圧値を小さくするように設定される。いずれの場合で
あっても、駆動トランジスタ１８の駆動電圧７２を水平走査期間内に設定する必要がある
ため、サーチ信号Ｖ S E A R C H５２は、水平走査期間内にＶ Lを下限とＶ Hを上限とした範囲内
で変化するように設定される。
【００１７】
水平走査信号Ｖ S C A N１２およびデータ信号Ｖ D A T A１４がアドレストランジスタ１０に入力
されると、データ信号４２がアドレストランジスタ１０から出力される。水平走査期間の
初期にはデータ信号４２が電圧信号８２よりも大きいため、コンパレータ６０の比較結果
信号６２はハイとなり、ＮＭＯＳトランジスタであるスイッチトランジスタ７０が導通す
る。コンデンサ１６には、駆動トランジスタ１８のゲート電極に印加される駆動電圧７２
が設定される。この駆動電圧７２は、スイッチトランジスタ７０が導通されている間、供
給されるサーチ信号Ｖ S E A R C H５２に応じて大きくなる。駆動トランジスタ１８が導通する
ことにより、有機発光ダイオード２０に駆動電流が流れ、有機発光ダイオード２０が発光
する。この発光は光電変換素子８０により検出されて、電圧信号８２に変換される。
【００１８】
電圧信号８２がデータ信号４２の振幅Ｖ r e fを超えると、コンパレータ６０の比較結果信
号６２が切り替わりローとなる。それにより、スイッチトランジスタ７０のゲートがオフ
となり、駆動電圧７２が、そのときの電圧値に保持される。コンデンサ１６の容量は、こ
の駆動電圧７２を次の水平走査信号Ｖ S C A N１２がくるまで保持する程度に大きいことが好
ましく、その場合には有機発光ダイオード２０の発光輝度を所望の値に一定に保つことが
可能となる。
【００１９】
以上、本発明を実施の形態をもとに説明したが、本発明の技術的範囲は上記実施の形態に
記載の範囲には限定されない。上記実施の形態は例示であり、それらの各構成要素や各処
理プロセスの組合せに、さらにいろいろな変形例が可能なこと、またそうした変形例も本
発明の範囲にあることは当業者に理解されるところである。なお、実施の形態においては
、ＥＬ素子が有機発光ダイオードを有した有機ＥＬ素子の場合を例にとり説明したが、本
発明はこれに限らず、ＥＬ素子は、無機発光素子を光学素子として備えた無機ＥＬ素子で
あってもよいことは当業者に理解されるところである。
【００２０】
また、図２においては有機発光ダイオード２０のアノードが電源電圧Ｖ L E Dに接続されて
おり、駆動トランジスタ１８がＮＭＯＳトランジスタで構成されているが、有機発光ダイ
オード２０のカソードが接地されてもよく、その場合には駆動トランジスタ１８がＰＭＯ
Ｓトランジスタで構成されるのが好ましい。そのときには、図４に示すように、サーチ信
号Ｖ S E A R C H５２は、水平走査期間においてＶ HからＶ Lに連続的に小さくなり、図３に示し
たサーチ信号Ｖ S E A R C H５２を反転した信号となる。
【００２１】
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【発明の効果】
本発明によれば、光学素子の発光輝度を所望の設定輝度に調整することのできるＥＬ素子
を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　従来のアクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示素子の１画素分の回路構成を示
す図である。
【図２】　本発明の実施の形態に係るアクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置におけ
る有機ＥＬ素子の１画素分の回路構成を示す図である。
【図３】　有機ＥＬ素子における各信号の振幅およびタイミングを示すタイミングチャー
トである。
【図４】　水平走査期間において連続的に小さくなるサーチ信号の振幅波形を示す図であ
る。
【符号の説明】
１０・・・アドレストランジスタ、１８・・・駆動トランジスタ、２０・・・有機発光ダ
イオード、２４・・・タイミング制御部、３０・・・走査信号供給部、４０・・・データ
信号供給部、５０・・・サーチ信号供給部、６０・・・コンパレータ、７０・・・スイッ
チトランジスタ、８０・・・光電変換素子、１００・・・有機ＥＬ素子。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(7) JP 3906103 B2 2007.4.18



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ｐ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６７０Ｊ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ          　　　　　

(56)参考文献  国際公開第０２／０７７９５７（ＷＯ，Ａ１）
              特開２００１－０７５５２４（ＪＰ，Ａ）
              特開平０５－０３５２０７（ＪＰ，Ａ）
              特開２００２－３１１８９９（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－１４７６６５（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－０９２４１４（ＪＰ，Ａ）
              国際公開第９８／０４０８７１（ＷＯ，Ａ１）
              特開２０００－３４７６１３（ＪＰ，Ａ）
              特開２００２－２９７０９７（ＪＰ，Ａ）
              国際公開第０２／０２７７００（ＷＯ，Ａ１）
              特開平０９－０１６１２２（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G09G  3/30
              G09G  3/20
              H01L 51/50

(8) JP 3906103 B2 2007.4.18



专利名称(译) 电致发光元件和电致发光显示装置

公开(公告)号 JP3906103B2 公开(公告)日 2007-04-18

申请号 JP2002084181 申请日 2002-03-25

[标]申请(专利权)人(译) 三洋电机株式会社

申请(专利权)人(译) 三洋电机株式会社

当前申请(专利权)人(译) 三洋电机株式会社

[标]发明人 井上益孝
山下敦弘

发明人 井上 益孝
山下 敦弘

IPC分类号 G09G3/30 G09G3/20 H01L51/50 H05B33/14

FI分类号 G09G3/30.J G09G3/30.K G09G3/20.612.U G09G3/20.624.B G09G3/20.642.A G09G3/20.642.P G09G3
/20.670.J H05B33/14.A G09G3/3233 G09G3/3291

F-TERM分类号 3K007/AB11 3K007/AB17 3K007/DB03 3K007/GA04 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC02 3K107
/CC21 3K107/CC33 3K107/CC34 3K107/EE68 3K107/HH00 3K107/HH04 5C080/AA06 5C080/BB05 
5C080/DD05 5C080/DD29 5C080/EE29 5C080/FF11 5C080/HH11 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080
/JJ04 5C380/AA01 5C380/AA03 5C380/AB06 5C380/AB32 5C380/BA36 5C380/BB04 5C380/BD04 
5C380/CA12 5C380/CC01 5C380/CC26 5C380/CC27 5C380/CC33 5C380/CC48 5C380/CC50 5C380
/CC62 5C380/CD012 5C380/CD013 5C380/CE20 5C380/CF61 5C380/CF62 5C380/CF68 5C380/DA02 
5C380/DA06 5C380/DA30 5C380/DA50 5C380/FA05 5C380/FA21

代理人(译) 森下Kenju

审查员(译) Naoaki桥本

其他公开文献 JP2003280581A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供能够将光学元件的发光亮度调节到所需设定亮度的
EL（电致发光）元件和EL显示装置。 ŽSOLUTION：在EL元件100中，
光电转换器80监视有机发光二极管20的光量，并且比较器60在对应于光
量的电压信号82和对应于光量的数据信号VDATA 14之间进行比较。设
定亮度。在数据信号VDATA 14大的时间段期间，开关晶体管70导通，
并且电容器16用搜索信号VSEARCH 52充电，该搜索信号VSEARCH 52
随时间显示大幅度。当电压信号82超过数据信号VDATA 14时，开关晶
体管70进入截止状态，以在此时保持驱动电压72，因此，即使在有机发
光二极管20上发生元件劣化，发光亮度可以等于由数据信号VDATA 14
确定的设定亮度

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/5ae4ee37-e883-45f9-8028-324e9c80fb75
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/029231647/publication/JP3906103B2?q=JP3906103B2

